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～公共性と経済性の両立を目指して～

鹿児島県立病院
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鹿児島県立病院

（精神科）

（150床）

（２９４床）

（1５５床）

（３１５床）

（１５０床）

（病床数はＨ２０年10月現在）
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08/11/08県立病院、県立病院課の沿革

明治 ２年 薩摩藩医学校および病院設立
明治 13年 県立鹿児島医学校および附属病院設立
昭和 30年 国立移管に伴い県立大学附属病院は廃止

明治 34年 県立大島病院開設

昭和 ６年 県立鹿児島保養院（現姶良病院）開設

昭和 24年 県立鹿屋病院（日本医療団から移管）開設

昭和 27年 県立薩南療養所（現薩南病院）開設

昭和 29年 県立北薩療養所（現北薩病院）開設

昭和 37年 本庁衛生部医務課に県立病院係が新設

昭和 50年 本庁衛生部病院管理課を設置

昭和 59年 病院管理課を県立病院課に改称

平成 18年 地方公営企業法の全部適用
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340(294)昭和 ６年精 神姶 良 病 院

内科、外
科、神経
内科、放
射線科

耳鼻咽喉科、
脳神経外科

１０科 → ８科186(150)昭和 29年一 般北 薩 病 院

放射線科小児科７科 → ６科175(155)昭和 27年一 般薩 南 病 院

精神科、耳
鼻咽喉科

１７科 →１５科400（315）明治 34年一 般大 島 病 院

眼科、整形
外科、耳鼻
咽喉科

１２科 → ８科186（150）昭和 24年一 般鹿屋医療センター

縮小科休診科診療科（常勤）
許可病床数（運
用病床数）

設立年月日種 別病 院 名

県立病院の概要・変遷
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５病院合計　患者数推移（人）

300

320

340

360

380

400

420
千人

入院 396,490 381,679 373,034 373,475 375,957 368,681 362,898

外来 412,996 385,348 360,826 347,585 330,699 316,316 305,746

１３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度
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自治体病院に突きつけられた
二つの課題

・機能の発揮

・財務の健全化
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公立病院改革ガイドライン

公立病院改革の必要性

○公立病院の役割は地域に必要な医療のうち、採算性等の面から民間

医療機関による提供が困難な医療を提供すること。

①山間へき地・離島など過疎地における一般医療の提供

②救急・小児・周産期・災害・精神などの不採算・特殊部門

③県立がんセンター、県立循環器センターなど民間では限界のある高

度・先進医療の提供

④研修の実施等を含む広域的な医師派遣の拠点としての機能等

○地域において真に必要な公立病院については、安定した経営の下で良

質な医療を継続して提供する為に、必要な医療機能を備えた体制を整

備するとともに、経営の効率化を図り、持続可能な病院経営を目指す

こと。
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08/11/08自治体病院の行く末は・・・

地公法・一部適用 ６９６

地公法・全部適用 ２５７

地方独立行政法人 ８

公設民営 ４３

民間委譲

統合・廃止

２１

１６

６５０

２８５

１１

４７

２３

１７

０７年度 ０８年度

病院



TOSHITAKA FUKUMOTO

08/11/08



TOSHITAKA FUKUMOTO

08/11/08

鹿児島県県立病院の経営状況
（単位：百万円）減価償却前収支

「県立病院事業在り方検討委員会」

3,5453,0552,8253,0163,6634,5925,4485,0824,503内部留保資金

491229▲ 191▲ 647▲ 928▲ 856366578416資金収支

1,202981554167133▲ 31612765619合 計

334349168▲ 13095▲ 92▲ 292123姶 良

356▲ 21967▲ 525410060127北 薩

1081262598512996115199166薩 南

6413713312334▲ 1199245304大 島

1178015▲ 87▲ 44▲ 88227240▲ 2鹿 屋

Ｈ１９Ｈ１８Ｈ１７Ｈ１６Ｈ１５Ｈ１４Ｈ１３Ｈ１２Ｈ１１病 院 名
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県立病院の経営状況（５病院全体）
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県立病院の役割

公的医療機関でなければ対応することが困難な医療を中心に、
地域で不足する分野について、引き続き医療の提供に努める。

地域がん連携拠点病院

地域医療支援病院

へき地医療支援拠点病院

医療観察病棟の開設・・・・平成２２年開棟予定

救急、産科、小児医療、結核など

災害拠点病院

地域の医療をリード
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地域医療における県立病院の役割充実

へき地医療支援の充実

平成１９年度から県立病院局が「へき地医療支援機構」の
事務局を担う

平成１４年霧島市立医師会医療センターに設置

県内を二次医療圏単位で４地域に区分。それぞれの地域
協議会の事務局を各県立病院が担当し、へき地診療所等
への代診医派遣について調整を行う。

4223522482021派遣日数

20年19年18年17年16年15年14年年 度

※20年度は4～9月まで

鹿児島大学とも連携して、常勤医師派遣、代診医派遣、
巡回診療等の充実を図る。
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常勤医派遣など，離島へき地診療所への支援を実効あるも

のにするためには，各地域の拠点となる県立病院に，これま

で以上の医師数を確保する必要がある。

① 各県立病院に総合診療科設置

へき地医療支援機構の充実について

各県立病院の総合診療科所属とし、離島へき地の医療支援を

担当。県立病院または離島へき地の診療所で勤務する。

※ 期間限定コース、就職コースなど多様な採用形態で公募

② へき地医療支援登録医師の募集
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今後の課題

医 師 確 保

診療報酬改定

消 費 税

～県立病院として存続するために～


